
智恵子の愛した『ほんとの空』を見に行こう！ 

 

（１）主  催    ＶＡＭＯＳ福島スポーツクラブ   

（２）期  日    ６月１４日（土） 雨天荒天中止 

（３）内  容    安達太良山登山 

（４）日  程（現時点の予定） 

    ＡＭ６：３０   出発（クラブバスで移動） 

           ＡＭ８：００頃  安達太良山登山口到着予定 

ＡＭ８：３０頃～ＰＭ２：３０頃 登 山 

ＰＭ３：３０頃～ 二本松市しんきん城山プール（城山市民プール）でリフレッシュ  

ＰＭ５：００頃  上記出発  ＰＭ６：００頃 到着解散予定  

（５）参 加 費    ５，０００円（子供・大人共通） 

＜ガイド料頭割代・バス協力金（レンタカーバス頭割代他）・ロープウェイ代・プール利用代（子供・大人料金別）・その他＞ 
（６）募集人員    ２０名程度 （定員に達し次第申込終了となります。） 

（７）申込条件    小学４年生以上～大人 ※いずれも体力に自信のある者（途中で泣き言を言わない者） 

（８）申込方法    クラブ携帯メールにて 参加者氏名・学年を記入し申込下さい。 

（９）問い合せ    クラブ代表（イベント企画者）遠藤までお尋ね下さい。09051820517（クラブ携帯電話） 

（10）その他     正式な日程等詳細に関しては、参加者が決定次第文書にてお知らせします。  

智恵子は東京に空が無いといふ。ほんとの空が見たいといふ。 

私は驚いて空を見る。桜若葉の間（あいだ）に在るのは、 

切っても切れないむかしなじみのきれいな空だ。 

どんよりけむる地平のぼかしはうすもも色の朝のしめりだ。 

智恵子は遠くを見ながら言ふ。 

阿多多羅山（あたたらやま）の山の上に毎日出ている青い空が 

智恵子のほんとうの空だといふ。あどけない空の話である。 

 

これは明治時代の詩人であり彫刻家であったかの有名な高村光太郎 

が福島県安達郡（現二本松市）出身の妻、智恵子の死後に出版した 

誌集【智恵子抄】に収められたあまりにも有名な一編の詩です。 

 

安達太良山（詩集では阿多多羅山と表記）は福島県中部にある活火山です。日本百名山、新日本百名山、花の百名山

およびうつくしま百名山に選定されています。山頂には二等三角点「大関平」1699.6m が設置されています。 

ちなみに正式な標高は１７１８Ｍ。別名は、岳山、安達太郎山。県内では磐梯山と並んで最も登山者の多い山です。 

 

そんな安達太良山を日頃サッカーで鍛えた体を駆使しクラブの仲間と共に登頂し、あの智恵子が愛した『ほんとの空』

を見てきませんか。ほんとの空とは一体どんな空なのか、百聞は一見にしかず！大自然の初夏の清々しい雰囲気の中、

山頂から『ほんとの空』を一望し、２０２５初夏の一日を楽しみましょう！サッカーとは違う『登山』を通して、 

爽やかな汗をかきましょう！ 尚、今回のイベントでは我がクラブの登山イベントで毎回お世話になっている登山 

専門ガイドの高田氏が同行します。安全面には十分に配慮し実施しますのでご安心を！！また、登り時にはロープ 

ウェイを使用しますので楽ちん！？です！たぶん、おそらく、きっと・・・笑 

☆別資料で２０２３年６月に開催した同イベントの写真集を掲載します。一連の流れがお分かりになるかと思います。検討資料にご活用下さい。 


